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研究成果の概要（和文）：ドイツ、ハンブルク大学を拠点にして、Harunaga Isaacson教授との国際的な共同研
究により、写本研究の最新の成果を取り入れつつ、『楞伽経』を中心とした仏典のサンスクリット写本研究の新
たな国際的ネットワークを構築した。共催した国際ワークショップを成功裏に収め、ハンブルクにてもう一件の
発表も行った。コロナ禍ではオンラインによっても研究を継続した。『楞伽経』、『決定義経注』、『阿毘達磨
集論』関連文献、『般若心経』注釈文献などについて、主にサンスクリット写本に基づくテクストの読み直しを
行い、着実な成果を上げた。日・英語による10数件の論文刊行や多数の学会発表を行い、成果を国際的に発表し
た。

研究成果の概要（英文）：Through international collaboration with Professor Harunaga Isaacson at the 
University of Hamburg, Germany, we have established a new international network for studying 
Sanskrit manuscripts of Buddhist scriptures, focusing on the Lankavatarasutra while incorporating 
the latest results in manuscript research. The international workshop co-sponsored by this research 
grant was successful, and I made another presentation in Hamburg. During the Covid 19, I conducted 
an international online exchange. Steady progress was made in rereading texts based mainly on 
Sanskrit manuscripts, including the Lankavatarasutra, the Arthavinizcayasutranibandhana, the 
Abhidharmasamuccaya and related texts, and the Commentaries on the Heart Sutra. We have published 
over a dozen Japanese and English papers and presented our findings internationally at numerous 
academic conferences.

研究分野：中国哲学・印度哲学・仏教学

キーワード： サンスクリット写本　『楞伽経』　『決定義経注』　『大乗荘厳経論』　『般若心経』　『阿毘達磨集
論』
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
インド仏教の研究にはサンスクリット写本の読み直しが必須であるが、そのような認識は必ずしも共有されてい
るとはいいがたい。そのなか、本研究では様々なテクストについて写本の読み直しにより読みが抜本的に変わる
ということを複数の文献について複数例示することができたのが、学術的意義である。そして、いくつかの英語
論文によってサンスクリット写本に基づく原典研究の重要性を国際的に発信することができたことと、国際ワー
クショップやオンラインでの会合などにより、多くの意を同じくする研究者と交流することができ、所期の通
り、サンスクリット写本研究の新たな国際的ネットワークを構築することができたのが、社会的意義である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
インド仏教文献の研究にはサンスクリット写本の読み直しが必須であるが、そのような認識
は共有されているとはいいがたい。筆者は『楞伽経』を研究しているなかで、既存の校訂テクス
トに瑕疵が多いことに気づき、しかもそれがサンスクリット写本の読み直しによって抜本的に
改訂できることに気づいた。そして、そのようなことは他の多くの文献にも当てはまることに気
づいた。実際、読まれずに眠っているサンスクリット膨大な数のサンスクリット写本が存在する。
そこで、意を同じくする研究者とともにそのような文献を掘り起こす必要があると感じたのが、
研究背景、研究の動機である。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ハンブルク大学アジア・アフリカ研究所、および、同大学内の付置機関であ
るネパール・ドイツ写本カタログ化プロジェクト（Nepalese-German Manuscript Cataloguing Project）
（NGMCP）ならびにインド・チベット語彙集成プロジェクト（Indo-Tibetan Lexical Resource）
（ITLR）との組織的・有機的な連携のもとで、サンスクリット写本研究の第一人者である
Harunaga Isaacson教授との国際的な共同研究により、写本研究の最新の成果を取り入れつつ、『楞
伽経』を中心とした大乗仏典のサンスクリット写本研究に関し、新たな国際的ネットワークを構
築することにある。 
 
３．研究の方法 
渡航前には継続的に『楞伽経』の写本研究を行い、さらには大乗仏典のサンスクリット写本研
究の最新状況について研究者と情報交換を行う。 
 渡航先では、共同研究者であるハンブルク大学の Harunaga Isaacson 教授との 2 週間に一度ほ
どの定期的な読書会・研究会を行う。具体的には、共同研究者は、研究代表者が作成したサンス
クリット写本に基づく校訂テクストと英訳に対して、写本研究や欧米の研究成果を踏まえた観
点から、コメントなどを行う。ハンブルク大学ネパール・ドイツ写本カタログ化プロジェクト
（NGMCP）や ITLR（インド・チベット語彙集成プロジェクト）との情報交換も行う。後者 ITLR
については、セメスター期間中に週 1回のペースで行われている編集会議にも参加し、『楞伽経』
の写本読解によって得られた読みに基づく辞書の語彙の提供を行う。 
 研究成果の一端は、滞在期間中に、ハンブルク大学での研究発表の場（コローキアム）にて公
表する。また、共同研究者を含めた 4－5名の研究者を招いての、国際ワークショップの開催を
行う。 
 
４．研究成果 

Covid19の影響により計画に多少の狂いは生じたが、期間を延長したことにより、所期以上の
成果をあげることができた。すなわち、2020年 3月 8日～10日に、ハンブルク大学において、
4人の発表者による国際研究集会を共催することができた。20人ほどが参集する盛会となった。
筆者の発表は、『決定義経注』という文献は、サンスクリット写本を読み直すことにより抜本的
な読み直しが可能となるということを指摘したものである。また、2020 年 5月 6 日にはハンブ
ルク大学コローキアムにて「Methodological Reconsideration of Tibetan and Chinese Translations of 
Buddhist Texts」と題する英語での発表を行った。さらに、『楞伽経』、『阿毘達磨集論』関連文献、
『三法隨念経』関連文献、『般若心経』注釈文献などについて、主にサンスクリット写本に基づ
くテクストの読み直しを行い、着実な成果を上げた。それらの研究成果は日・英語による 10数
件の論文刊行や多数の学会発表によって開示し、成果を国際的に発表した。特筆すべきものは以
下の通り。 
「On the Sanskrit Manuscripts of～」論文は、従来の『決定義経注』の校訂本では使用されてい
なかった 1 本を含め 4 本の写本を閲覧することに基づいた成果である。諸写本を見直すことに
よって、従来の校訂本作者によって存在しないとされていた G 写本の数フォリオが実際は見い
だされることが分かった。また、写本の読み直し、関連文献との対照、チベット語訳としてのみ
残る同論に対する注釈書の参照などの作業によって、従来の校訂本に対して大幅な改訂を加え
うることも指摘した。 
「『仏随念注』・『仏随念広注』に対する文献学的研究（2）」論文では、従来無批判にアサンガ
（無着）著、ヴァスバンドゥ（世親）著とされていた 2書について批判的吟味を行い、両書は彼
らの真作ではなく、世親作の『釈軌論』に対する徳慧による注釈『釈軌論注』よりも後代の文献
であるということを論じた。 
「Textcritical Remarks on the Bauddhakoza II～」論文では、以下のことを論じた。瑜伽行派派の
文献は、サンスクリット語の原文、チベット語の訳文、中国語の訳文という 3つの方法で保存さ
れているものがあり、このような状況は、本文を理解する上で有益であることが多い。例えば、
曖昧なサンスクリット語は、漢訳やチベット語の翻訳を参照することで、より明確にすることが
できる。逆もまたしかり。しかし、状況は必ずしも単純ではない。例えば、チベット語や漢訳の



原文が、現行のサンスクリット版本とは異なる系統に属していたり、翻訳者が訳語を間違えたり、
意図的に変更を加えたりしている可能性があるからである。さらに、写本や訳本が伝えられる過
程で、原典が破損した可能性もある。しかし、このような状況下においても、同じ作者の他の作
品や同じ学派の文献を参照することや、さまざまなサンスクリット写本とその翻訳者の特徴を
理解することで、原典や翻訳者の改変をある程度たどることができるはずである。同論文では、
『阿毘達磨集論』および関連文献に登場する語彙の一部を調査し、関連文献の訳語の特徴を明ら
かにした。巻末では、バウッダコーシャシリーズの『瑜伽行派の五位百法』に対する 400か所以
上の修正案を提示した。 
「Revisiting the “Indian” Commentaries on the～」論文では、インド撰述とされる『般若心経』の
注釈書のうち、ジュニャーナミトラとシュリーシンハ・ヴァイローチャナ注はインド由来ではな
く初めからチベット語で書かれた文献であることを、「bhagavat（世尊）」という語の注釈様式を
もとに初めて論証した。 
「般若波羅蜜とマントラの語義～」論文では、ヴィマラミトラの『般若心経』注における般若
波羅蜜多とマントラの語義を、関連するサンスクリット文献の精査により、初めて解明した。関
連する内容は、国際仏教学会という国際学会にて 2022年に発表した。 
「翻訳チベット語文献・漢訳仏典読解への方法論的反省～」論文は、チベット語訳、漢訳文献
をインド原典をたどるための資料として読む場合はつねにサンスクリット対応語を念頭におい
て扱わねばならないことを、先行研究の語訳例を指摘しながら論じたものである。 
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